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［演目の紹介と解説］
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※�本文では演目の登場人物、あらすじに加え、各演目の中で特に着目していただきたい点や、
　わかりにくい点などを、仕草・囃子・仮面・衣裳・小道具の五つに分類して説明をしました。
※本書の編集に際しては八木聖弥氏はじめ壬生大念佛講の皆さんのご協力を得ました。
※壬生狂言についてのお問い合わせは、下記にお願いします。
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　（壬生寺ホームページもご参照下さい�www.mibudera.com）


